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住宅の健康性と省エネ性のありよう
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ウムヴェルト

Umwelt（独語） ⇒ Environment ⇒ 環境

Um（周りの） ＋ Welt（世界） ⇒ 環世界

「自分も含めた周りの世界」という意味

環境 ＝ 周りの「境」（自分の周囲）

独語「環境」 Umgebung

自分 VS 自分以外

2

境
自分の領域

自分

環“境”
自分を取り巻く領域が境界で仕切られる 環“世界”
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昔のすまい

一般人は過去２０００年、ほぼ変わらない「掘っ建て小屋」に住んでいた。

冬はどこにでも住むことができる？

確かに、寒さは暖めれば克服できる

囲炉裏

「布団」が一般に普及したのは幕末頃

開口に板ガラスが入るのは明治末期から
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一般の住まい

囲炉裏

低温の部屋で布団にくるまって

寒さをしのぐようになったのは、

それほど昔ではない
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WHO住宅と健康ガイドライン２０１８ （2018年11月27日発行）

4 https://www.who.int/sustainable-development/publications/housing-health-guidelines/en/ 2018.11.27公表

屋内の寒さと断熱

屋内の温度は、寒さによる居

住者の健康障害を起こさない

程度の高い温度にしなければ

ならない。温暖地域・寒冷地域

の国々においては、18℃が冬

季の一般の人々の健康を守る

ための安全でバランスの取れ

た室内温度として提案される

ものである。

https://www.who.int/sustainable-development/publications/housing-health-guidelines/en/
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建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令の改正

令和４（２０２２）年４月１日施行

１ 建築物環境衛生管理基準の見直しについて

温度の低温側の基準値

〇 現在の建築物環境衛生管理基準では、居室におけ
る温度がおおむね「17度以上28度以下」等の基
準に適合するように空気の温度を調節して供給を
することとされている。

〇 WHOが平成30年に策定したガイドラインでは、冬
期の高齢者における血圧上昇に対する影響等を考
慮し、低温側の室内温度として18度以上とすること
が勧告された。

〇温度の低温側の基準について、現在の17度から18
度に改正する。

等級１
24%

等級２
36%

等級３
22%

等級４以上
18%

ほぼ無断熱

６割は江戸時代と
同じ寒さ
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暖房費[万円/年]

暖房

等級２ 等級３ 等級４ 等級５+α

採暖

東京・2階建でのシミュレーション結果

「暖房」と「採暖」
□暖房：部屋を暖める
※「Room Heating」の直訳

□採暖：暖を採る
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暖房

欧米社会

採暖

日本

採暖
＋

寝具

19C. 以前

20C.

学術的には、暖房を「全体連続暖房」、
採暖を「各室間歇暖房」とも言う
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Gasparrini A. et al.; Mortality risk attributable to high and low ambient temperature: A multicountry observational study

www.thelancet.com  Published online May 21, 2015   http://dx.doi.org/10.1016/S0140-6736(14)62114-0 

死亡リスクが高い気温は？

The Lancet  2015/05/21
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ブラジル、中国、イタリア、日本、スウェーデン、タイ、英国、

米国などの世界13の国と地域の384地点で1985～

2012年の期間内の約7,500万例の死亡について気

温と死亡の関連を調べた結果、非至適温度による死亡

は7.7％であり、その大半7.3%は低気温によるもので

あったことが明らかにされた。

低気温の影響が最も大きかったのは中国で11%

低温の影響で10人に１人がなくなっている!!

冬のダメージは夏の30倍以上！！

日本の高気温による死亡率は0.3％、低気温は9.8％
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月別死亡率の変遷：20世紀に起きたこと

6%

7%

8%

9%

10%

11%

12%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

1910

1930

1950

1970

出典：厚生労働省人口動態統計

夏に多くの人が
亡くなる

「夏リスク社会」

冬に多くの人が
亡くなる

「冬リスク社会」

昔 今

夏をむねと
すべし

冬をむねと
すべし？

昔と今では状況が
変わった
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土壁農家： 箱木千年屋
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なんど

おもて

ひろしき

にわ

馬屋

現存する最も古い民家

（15世紀？ 800年代～室町時代後期説もある）

・地方の豪農の暮らしを伝える

・厚い屋根・小さい開口部 → 紛れもなく冬型住居

町家も田舎の家も、夏を旨としてい

た気配はない！
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卜部兼好（兼好法師 1283～1350） 「徒然草」 第55段

家
の
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。
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断熱等級
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施行年 略称 断熱 遮熱 気密 防露

等級２ 1980 旧省エネ 25 × × ×

等級３ 1992 新省エネ 50
温暖地
のみ

寒冷地
のみ

防湿層

等級４ 1999
次世代
省エネ

100 全国 全国 通気層

等級５ 2022 ZEH＋ 150 強化 ↑ 強化

等級６ 2022 G2 200 強化 ↑ ↑

等級７ 2022 G3 300 強化 ↑ ↑

GW厚み ｍｍ（温暖地）



Umwelt Architecture Institute

カナダと日本のZEHロードマップ
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カナダ 日本

2025

2027

2030

2032

40%削減

等級４ 義務化

ＺＥＨ 義務化ＺＥＨ 義務化

おなじ？暖房ZEH 採暖ZEH

等級５等級７超

ZEHには
多様な定義が

ある！
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暖房と採暖
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1F

2F

1F

2F

採暖 暖房

暖房時間 約１１００時間 暖房時間 約３８００時間

暖房面積 約８５㎡ 暖房面積 約１３０㎡

暖房の方が5倍程度
エネルギーが多い

日本の
標準モデル

世界の
標準モデル
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断
熱
性
能

等級１

等級２

等級３

等級４

等級５

等級６

等級７

2025年
義務化

普及目標

2030年
義務化

２０００年
制定

２０２２年
制定

欧米 暖房ZEH

採暖ZEH
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断熱性能と暖冷房エネルギー
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暖冷房
エネルギー

断熱性能

等級
４

等級
５ 等級

６
等級
７

等級
７

採暖

各室のみ暖房

暖房

健康

WHO勧告

等級
５

等級
６

健康
＆

省エネ

等級７ 現状の半額の暖房費で屋内全体を常に暖冷房できる

住宅が22世紀で負の遺産
とならないように、新築時の
断熱性は常に最高レベルを
めざすべきである！

現在は等級７は非常
に高額になるため、
等級６で良い、という
考えがある
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大気汚染、死亡リスク要因2位に

出典） 2024年6月20日 14:35:03   VOVWORLD

アメリカを拠点とするNPO健康影響研究所（HEI）がユニセフ（国連児童基金）の協力により19日発
表した報告書「世界の大気の状態（State of Global Air）第5版」では、大気汚染は人間の健康に対
する影響を一層強めており、世界の死亡リスク要因の第2位に位置付けられた。

2021年には大気汚染が主な原因で亡くなった人は世界全体で810万人に上り、多くの人々が消耗性
慢性疾患を抱えている。また、70万人以上の5歳未満児が大気汚染に関連して亡くなっており、この年
齢層における死亡リスク要因としては栄養不良に次いで第2位となった。

世界の大気汚染による死者数の90％以上にあたる780万人の死因は、PM2.5であり、これには大気
中のPM2.5や家庭内の空気汚染が含まれる。
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大気汚染の原因

産業拡大 → 山火事
気候変動
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世界の大気汚染、米西海岸が最も深刻に

出典） 日本経済新聞 2020/9/16 1:26

山火事被害の広がる米国の西海岸で大気汚染が深刻に
なっている。スイスの空気清浄機メーカー、IQエアーの調べ
によると、世界の主要都市別にみた大気汚染度は15日時
点で、オレゴン州ポートランドが最も高かった。これまで大
気汚染が問題視されてきたインドや中国の都市を上回る
水準だ。

 IQエアーは空気中のオゾンの濃度などから、大気汚染の
程度を指数化している。指数が100を超えると子供などに
健康被害が出る可能性があるという。

 15日正午時点でトップはポートランド（276）。2位はカナ
ダのバンクーバー（164）だった。ワシントン州シアトル
（157）が4位で、5位に入ったインドのデリーや15位の中
国・上海を上回った。2019年の平均ではインド、中国、パ
キスタンの都市がトップ10を占めていた。

 8月中旬から山火事被害が続いているカリフォルニア州で
は今年に入ってからの焼失面積が約1万3千㎢に達し、過
去最悪だった18年を上回った。サンフランシスコでは山火
事の煙によって日光が遮られ、空が一面くすんだオレンジ
色になる現象も起きた。

世界主要都市の大気汚染ランキング
（スイス・IQエアー）

1 ポートランド アメリカ

2 バンクーバー カナダ

3 ラホール パキスタン

4 シアトル アメリカ

5 デリー インド

6 ロサンゼルス アメリカ

7 カブール アフガニスタン

8 クウェート アフガニスタン

9 ポゴタ コロンビア

10 ヌルスルタン カザフスタン
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花粉症 年代別推移
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50%

40%

30%

20%

10%

0

0～4歳

5～9歳

10代

20～50代

60歳以上

1998 2008 2019

16歳以下

鼻アレルギー診療ガイドライン2020より

花粉症の増加
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温暖化で暖房は不要になる？

温暖化とヒートアイランド現象で、都市の気温は年々、上昇している。

「いずれ、暖房は要らなくなる」→また、「夏を旨とする家づくりが大事になる！」

残念ながら(?)、そうはならない

暖房エネルギーは減少するが、低温リスクはそれほど減らない！

最低気温はあまり変わらない

屋内温度は18℃以上必要（理想は２０℃以上）

短時間なら15℃程度でも凌げるが、長時間は無理！

体力が失われ、免疫機能が低下する

さらに、高断熱化は夏にも有効！！

19



Umwelt Architecture Institute

フローレンス・ナイチンゲール（1820～1910）

近代看護教育の母

看護師、統計学者

統計データに基づき、戦傷より、病
院内の不衛生さが死亡者を増加さ
せていると推定

クリミア戦争による傷病者の死亡
率を40%から2%に減らす。

戦争以外

病気

0

20%

40%

60%

80%

100%

累積死亡率

6月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

1854年 185５年

戦争
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ナイチンゲール「看護覚え書」1859年出版

① 換気と暖房 

② 住居の健康 

③ 小管理 

④ 物音 

⑤ 環境の変化 

⑥ 食事 

⑦ 食物の選択

⑧ ベッドと寝具類

⑨ 陽光

⑩ 部屋と壁の清潔

⑪ からだの清潔

⑫ おせっかいな励ましと忠告

⑬ 病人の観察

看護とは、新鮮な空気、陽光、暖かさ、清潔さ、静かさな
どを適切に整え、これらを活かして用いること、また食
事を適切に与えること、こういったことの全てを患者の
生命力の消耗を最小に抑えるようにすることである

（看護の第一の原則）
空気を清潔に、温かく保つ 

空気、水、下水溝の整備、光

21



Umwelt Architecture Institute

断熱グレードと改善率
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G3 G4 G5等級３ 等級４ ４超
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

前の住まいで出ていた人

新しい住まいで出なくなった人
改善率＝

まぁまぁ断熱 ちゃんと断熱 もっと断熱
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過酷な挑戦
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アクティブな“住”

達成感・存在感

乾布摩擦、寒中水泳、
人に頼られる、、

パッシブな“住”

食・すまい
癒やし

QOL
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高気密
高断熱の部屋

隙間の多い
断熱性の低い部屋

隙間の多い部屋
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汚れた
空気

キレイな
空気

冷房病

さわやか
すこやか

採冷
採暖

冷房
暖房

熱中症
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快適寒さの対策

健康低温の対策

「低温」対策
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冬

外の低温

衣服

発熱

重ね着

採暖

高断熱
＋

暖房
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HEAT20高断熱住宅実態調査より

プランの変化

吹き抜け・リビング階段の多用

大空間特有の寒さは皆無

家事のやり易さ （動線の独立、短縮）

居場所の多様化 ⇒家族の変化

暮らしの変化

入浴時間の分散

着衣や寝具の減量、収納の余裕

グリーン、外構の充実

健康の変化

従来の調査より多くの家庭で既往症の改善がみられる

ペットの健康、長寿命化

地域区分 ２地域 ３地域 ４地域 ５地域 ６地域 ７地域 8地域 計

G3 2 1 １ 7 ７ ０ 0 18

G2 1 2 21 12 39 ６ 0 81

G1 0 0 3 4 ６ 3 0 16

その他 0 0 0 1 2 3 3 ９

計 3 3 25 24 54 12 3 124

調査住宅の実件数（2017～2023年度の合計）
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暖房設備
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エアコン容量と対象面積 HEAT20高断熱住宅暮らし実態調査より

5

4

3

2

1

0

暖房用
エアコン
容量
［kW］

暖房対象面積［㎡］

0 50 100 150

6畳用エアコン1台で
家全体を暖房

JIS規格

高断熱化の進展に伴い、確
実に省エネと機器の単純化

は進んでいる
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２０５０ STANDARD HOUSE PROJECT

2929
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２０５０ STANDARD HOUSE PROJECT

地域で活動する住宅会社・工務店を中心に、「一人一人の人生が開花するすまい」を2050
年基準で建設する取り組み

現在、約３０社が加盟

ウェルビーイングの先の目標、「フローリッシングな暮らし」を目指す

高断熱・高気密をベースに、健康で豊かな暮らしを支える住まいづくりを行う

フローリッシングとは、アメリカの心理学者Martin Seligmanが2011年に提唱した、 「持
続的な精神的繁栄」を意味する概念。従来の「ハピネス（一時的な幸福感）」という限定的
な定義を超え、 ポジティブ感情、エンゲージメント（結びつき）、良好な関係、社会的意義、達
成・自己実現の5要素が満たされた、 人間として最高に開花している状態を指す

性能が見えるモデルハウスの開設と運営

各地域での行政・アカデミックとの協業、一般向けイベント・情報発信など
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体験型モデルハウスと加盟企業（2026年9月時点）
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長野 サンプロ

滋賀 澤村
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住宅性能表示制度は見えない性
能の可視化を目的としたシステム
であるが、こちらはそこに含まれな
い、土地選びや工務店の経営体制
も含めて可視化・透明化し、
「2050年基準として良いもの」を
一般の人々に分かりやすく示した
もの
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まとめ

住宅の断熱化は、日本の住文化を否定しない！

暮らしとは常により良いものを求めて変化するものである

温かさ・涼しさは健康の大元である

快適ではなく、健康の観点で住まいを見つめなおすことが重要

断熱・気密で「暖房」ができる住まいを

採暖はスマートではない

2050 STANDARD HOUSE PROJECT

「未来基準」は今から進めることが大切
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